
３２　【第三種郵便物認可】 ２０２１年　（令和３年）　１０月２２日　（金曜日）日本経済新聞

　３区（自）
〈千葉市緑区、市原市〉
松野　博一　 〇自 前
岡島　一正　 〇立　前　

　２区（自）
〈千葉市花見川区、習志野市など〉

矢崎堅太郎　 〇立　新　
鴇田　　敦　 〇国　新　
椎木　　保　 〇維　元　
薗浦健太郎　 〇自 前

　６区（自）
〈市川市北部、松戸市南部〉

　経済安全保障相として初入閣した小林
が高い知名度と組織力で先行。自民、公
明支持層の８割以上をおさえる。黒田は
元衆院議員の実績訴えて追う。寺尾は共
産支持層以外への浸透が課題。

田嶋　　要　 〇立　前　
門山　宏哲　 〇自 前

寺尾　　賢　 〇共　新　
小林　鷹之　 〇自 前
黒田　　雄　 〇立　元　

　官房長官の松野が知名度と組織力を背
景に優位に立つ。内閣支持層、自公支持
層の９割を固めた。岡島は野党共闘をア
ピールし内閣不支持層の７割をまとめ、
無党派層の取り込みをめざす。

　１区（無）
〈甲府市、韮崎市、北杜市など〉

木村　哲也　 〇自　前
野田　佳彦　 〇立　前　

　５区（自）
〈市川市南部、浦安市〉

中谷　真一　 〇自 前
中島　克仁　 〇立　前　
辺見　信介　 　Ｎ　新　

　１区（自）
〈千葉市中央、稲毛、美浜区〉

　４区（無）
〈船橋市南部〉

　薗浦を矢崎が追う。薗浦が自民支持層
の８割、公明支持層の７割をまとめる。
矢崎は椎木や鴇田と内閣不支持層の票を
争う。

藤巻　健太　 〇維　新　
渡辺　博道　 〇自 前
浅野　史子　 　共　新　
生方　幸夫　 　無　前　

　元首相の野田は知名度を生かして票を
固める。内閣不支持層の８割、内閣支持
層の２割を取り込んだ。木村は自民支
持層の７割、公明支持層の６割をおさえ
た。

　野党系候補が複数立候補して政権批判
票が割れ、渡辺がリード。立民支持層の
３割は浅野にまわる。

　前回は比例復活だった田嶋が内閣不支
持層の８割を固めてリードする。門山は
自民支持層の７割、公明支持層の５割強
をおさえた。

　７区（自）
〈松戸市北部、野田市、流山市〉
内山　　晃　 〇維　元　
斎藤　　健　 〇自 前
竹内　千春　 〇立　新　
渡辺　晋宏　 　Ｎ　新　

中西　健治　 〇自　新
小林　丈人　 〇立　新　
藤村　晃子　 　無　新　
木佐木忠晶　 　共　新　

　本庄が野党共闘を支えに先行。立民支
持層の９割、共産支持層の７割を固める。
桜田は自民支持層の６割弱、公明支持層
の５割弱をおさえた。

　奥野と秋本が激しく争う。奥野は野党
一本化の効果に期待。立民支持層の９割、
共産支持層の８割をまとめた。秋本は自
公支持層の７割強を固めた。

　谷田川と林が横一線で競り合う。谷田
川は内閣不支持層の８割、林は内閣支持
層の７割を固めた。谷田川は立民、共産
支持層の８～９割をまとめる。

　１区（自）
〈横浜市中、磯子、金沢区〉

本庄　知史　 〇立　新　
桜田　義孝　 〇自 前
宮岡進一郎　 　無　新　

　中西は自公支持層の８割を固め手堅い

　４区（立）
〈横浜市栄区、鎌倉市、逗子市など〉
山本　朋広　 〇自　前
浅尾慶一郎　 　無　元　
早稲田夕季　 〇立　前　
大西　恒樹　 　無　新　
高谷　清彦　 〇維　新　
　早稲田と浅尾が競る。早稲田は立民支
持層の８割弱、共産支持層の６割を固め
た。浅尾は自民支持層の４割、立民支持
層の２割、無党派層の４割と幅広い後押
しが支え。山本は巻き返しをかける。

　８区（自）
〈柏市の旧市部、我孫子市〉

戦い。辞職した小此木八郎元国家公安委
員長の後継として足場を築いた。小林、
木佐木は支持拡大が課題。

市来　伴子　 〇立　新　
大久保令子　 　共　新　
堀内　詔子　 〇自 前

　篠原がリード。立民支持層の９割、共
産支持層の７割をまとめた。自民を離党
した松本は自民支持層の５割、公明支持
層の６割強を固めて懸命に追う。
　２区（自）
〈横浜市西、南、港南区〉

　前首相の菅が優勢。自民、公明支持層
の８割をおさえた。共産は「自公政権の
象徴的選挙区」と位置づけ候補を見送り。
岡本は巻き返しをかける。

浅川　義治　 〇維　新　
松本　　純　 　無　前　
篠原　　豪　 〇立　前　

　３区（自）
〈横浜市鶴見、神奈川区〉

　 区（自）
〈茂原市、東金市、勝浦市など〉

　強固な地盤を持つ森が自民支持層の８
割、公明支持層の６割弱をおさえて優勢
に戦う。椎名は共産支持層の９割を固め
るものの、立民支持層では５割にとどま

　中島と中谷が横一線で競り合う。中島
は立民支持層の９割、共産支持層の７割
弱、無党派層の５割を固める。中谷は自
民支持層の８割強、公明支持層の７割強
をまとめた。辺見は独自の戦い。

奥野総一郎　 〇立　前　
秋本　真利　 〇自　前

今留　尚人　 　無　新　
梓　　まり　 　諸　新　
谷田川　元　 〇立　前　
林　　幹雄　 　自 前

多ケ谷　亮　 〇れ　新　
森　　英介　 　自 前
椎名　史明　 　共　新　

　９区（自）
〈千葉市若葉区、佐倉市など〉

　ワクチン担当相に就いた堀内が優勢に
戦う。前回衆院選まで続いた保守分裂が
解消し、自民支持層の９割弱、公明支持
層の７割弱を固めた。野党共闘にならな
かった市来、大久保が追う。

る。多ケ谷は内閣不支持層への浸透狙う。

　 区（自）
〈銚子市、成田市、旭市など〉

　野党候補が乱立し斎藤が自民支持層の
８割、公明支持層の７割をおさえて優勢。
竹内は追い上げを急ぐ。

　２区（無）
〈富士吉田市、大月市など〉

　 区（自）
〈木更津市、館山市、君津市など〉

岡本　英子　 〇立　元　
菅　　義偉　 〇自　前

　 区（自）
〈大和市、座間市の一部など〉

　甘利と太が競る。自民幹事長の甘利は
自民支持層の８割、公明支持層の６割を
おさえる。共産が候補擁立を見送り、太
は立民支持層の９割、共産支持層の６割
を固める。無党派層取り込みが焦点。

山崎　　誠　 〇立　前　
坂井　　学　 〇自　前

中谷　一馬　 〇立　前
鈴木　馨祐　 〇自 前

青柳陽一郎　 〇立　前
古川　直季　 〇自　新

斉藤　　温　 　共　新　
中山　展宏　 〇自 前
笠　　浩史　 〇立　前　
吉田　大成　 〇維　新　

　山崎と坂井が横一線。山崎は立民支持
層の９割、共産支持層の８割弱をおさえ
た。坂井は自民支持層の８割弱、公明の
７割弱を固める。無党派層の動向が左右。
　６区（立）
〈横浜市保土ケ谷、旭区〉

　９区（希）
〈川崎市多摩、麻生区、宮前区の一部〉

林　　伸明　 　共　新　
小泉進次郎　 　自　前　

　笠と中山のつばぜり合い。笠は立民支
持層の８割を固めたものの共産支持層の
８割は斉藤にまわる。中山は自民、公明
支持層の７割をおさえる。

太　　栄志　 〇立　新　
甘利　　明　 〇自 前

　中谷と鈴木が接戦。中谷は内閣不支持
層の７割、鈴木は内閣支持層の８割弱を
固める。無党派層は３割が中谷、１割が
鈴木を支持。

長友　克洋　 〇立　新　
赤間　二郎　 〇自 前

　 区（立）
〈藤沢市、高座郡〉

　 区（自）
〈相模原市中央区、緑区の一部など〉

　赤間と長友が競り合う展開。赤間は自
民、公明支持層の８割程度を固める。長
友も立民、共産それぞれの支持層の８割
以上をまとめる。無党派層は長友が３割
をおさえたものの、態度未定が多い。
　 区（自）
〈平塚市、茅ケ崎市、中郡〉

三谷　英弘　 〇自　前
江田　憲司　 〇立　前　

串田　誠一　 〇維　前　

　青柳と古川が激しく競る。青柳は立民
支持層の９割、共産支持層の８割を固め
た。古川は自民支持層の８割弱、公明支
持層は６割をおさえた。

　 区（自）
〈川崎市川崎、幸区、中原区東部〉
鈴木　　敦　 〇国　新　
田中　和徳　 〇自 前
畑野　君枝　 〇共　前　
金村　龍那　 〇維　新　

星野　剛士　 〇自　前
阿部　知子　 〇立　前　
水戸　将史　 〇維　元　

　７区（自）
〈横浜市港北区、都筑区の一部〉

　田中が手堅い選挙。自民支持層の８割
弱、公明支持層の７割弱を固める。畑野
が共産支持層の９割、立民支持層の５割
をおさえて追う。

　５区（自）
〈横浜市戸塚、泉、瀬谷区〉

　 区（自）
〈横須賀市、三浦市〉

　小泉が盤石の戦い。男女、世代問わず
幅広い支持を集める。内閣不支持層でも
小泉は４割弱を固め林と同水準。

　阿部と星野が競り合う。阿部は内閣不
支持層の７割弱、星野は内閣支持層の７
割をまとめた。無党派層は３割を阿部が
おさえたが態度未定も多い。水戸は党勢
拡大を図る。

　８区（無）
〈横浜市青葉、緑区、都筑区の一部〉

　江田が安定した戦い。立民支持層の９
割強、共産支持層の７割を確保し、無党
派層でも４割に浸透する。三谷は内閣支
持層の７割をおさえた。

　デジタル相に就任した牧島が高い知名
度を背景にリード。自民支持の８割、公
明支持の７割をまとめる。神山は立民支
持層の８割を固めて切り崩しをめざす。
山田は組織引き締めに懸命。

佐々木克己　 〇社　新　
河野　太郎　 〇自 前
渡辺麻里子　 　Ｎ　新　

　後藤と義家が競り合う。後藤は立民支
持層の９割、共産支持層の８割弱をおさ
えた。義家は自民支持層の７割、公明支
持層の６割をまとめ、さらなる組織固め
と無党派層からの支持が焦点になる。

　 区（自）
〈小田原市、秦野市、南足柄市など〉

　 区（自）
〈船橋市北部、鎌ケ谷市、印西市など〉

　経済財政・再生相に就いた山際が手堅
く戦う。自民支持層の８割、公明支持層
の７割をおさえて組織力をみせる。三村
は内閣不支持層の７割弱を取り込み支持
拡大に躍起。横田は党勢拡大を図る。

三村　和也　 〇立　元　
横田　光弘　 〇維　新　
山際大志郎　 〇自 前

宮川　　伸　 〇立　前　
松本　　尚　 〇自　新
清水　聖士　 〇維　新　 義家　弘介　 〇自 前

後藤　祐一　 〇立　前　

　ワクチン担当閣僚を務め、自民総裁選
を争った河野が独走。内閣支持層の９割、
内閣不支持層の５割をまとめた。無党派
層からも５割超の支持を得る。佐々木は
党勢拡大に向けて全力。

牧島かれん　 〇自 前
神山　洋介　 〇立　元　
山田　　正　 　共　新　

　 区（自）
〈相模原市南区の一部、厚木市など〉

　 区（自）
〈川崎市高津区、宮前区の一部など〉

　浜田が固い支持基盤を支えに安定した
戦い。自公支持層の８割をおさえた。樋
高は立民支持層の８割、無党派層の２割
の支持を足がかりに票の上積みを狙う。
葛原は共産支持層の６割をまとめた。

　宮川と松本の競り合い。宮川は野党共
闘の候補として立民支持層の８割、共産
支持層の７割を固める。松本は自民が公
募により擁立し、自公支持層の７割まで
浸透した。清水は党勢拡大をめざす。

葛原　　茂　 　共　新　
浜田　靖一　 〇自　前
樋高　　剛　 〇立　元　

薗浦と矢崎は接戦

菅、優勢な戦い

中島・中谷、競り合う

【公　明】①古屋範子 前②角田秀穂 元
③上田勇 元④江端功一 新⑤井川泰雄
新

庄知史 ※新①奥野総一郎 ※前①谷田
川元 ※前①樋高剛 ※元①宮川伸 ※
前①篠原豪 ※前①岡本英子 ※元①小
林丈人 ※新①早稲田夕季 ※前①山崎
誠 ※前①青柳陽一郎 ※前①中谷一馬
※前①江田憲司 ※前①笠浩史 ※前
①阿部知子 ※前①太栄志 ※新①長友
克洋 ※新①後藤祐一 ※前①神山洋介
※元①三村和也 ※元①中島克仁 ※
前①市来伴子 ※新 小野次郎 元 金
子健一 元

【自　民】①門山宏哲 ※前①小林鷹之
※前①松野博一 ※前①木村哲也 ※
前①薗浦健太郎 ※前①渡辺博道 ※前
①斎藤健 ※前①桜田義孝 ※前①秋本
真利 ※前①浜田靖一 ※前①松本尚
※新①菅義偉 ※前①中西健治 ※新
①山本朋広 ※前①坂井学 ※前①古川
直季 ※新①鈴木馨祐 ※前①三谷英弘
※前①中山展宏 ※前①田中和徳 ※
前①星野剛士 ※前①甘利明 ※前①赤
間二郎 ※前①河野太郎 ※前①義家弘
介 ※前①牧島かれん ※前①山際大志
郎 ※前①中谷真一 ※前①堀内詔子
※前 出畑実 前 高橋恭介 新 文
月涼 新 望月忠彦 新 高木昭彦 新
及川博 新

【維　新】①椎木保 ※元①藤巻健太 ※
新①内山晃 ※元①清水聖士 ※新①浅
川義治 ※新①高谷清彦 ※新①串田誠
一 ※前①吉田大成 ※新①金村龍那
※新①水戸将史 ※元①横田光弘 ※
新

【立　民】①田嶋要 ※前①黒田雄 ※
元①岡島一正 ※前①野田佳彦 ※前①
矢崎堅太郎 ※新①竹内千春 ※新①本

【社　民】①佐々木克己 ※新

【共　産】①志位和夫 前②畑野君枝 ※
前③斉藤和子 元④沼上徳光 新⑤寺尾
賢 ※新

【Ｎ　党】①渡辺敏光 新

【国　民】①鈴木敦 ※新①鴇田敦 ※
新③長谷康人 新
【れいわ】①多ケ谷亮 ※新②木下隼 新

　自民は９議席をうかがい、立民は７議
席以上を獲得する勢い。公明は３議席を
獲得する可能性がある。共産が２議席、
維新が１議席を固めた。

公明「３」うかがう

　立民支持層の９割強、共産支持層の８
割強を固める西村が先行。塚田は自民支
持層の７割、公明支持層の５割をおさえ
た。

【自　民】①鷲尾英一郎 前②塚田一郎
※新②細田健一 ※前②斎藤洋明 ※
前②国定勇人 ※新②泉田裕彦 ※前②
高鳥修一 ※前②田畑裕明 ※前②上田
英俊 ※新②橘慶一郎 ※前②小森卓郎
※新②佐々木紀 ※前②西田昭二 ※
前②稲田朋美 ※前②高木毅 ※前②若
林健太 ※新②務台俊介 ※前②井出庸
生 ※前②後藤茂之 ※前②宮下一郎
※前 山本拓 前 佐藤俊 新 工藤
昌克 新 滝沢圭隆 新 近藤真衣 新
【立　民】①西村智奈美 ※前①黒岩宇
洋 ※前①菊田真紀子 ※前①梅谷守
※新①西尾政英 ※新①越川康晴 ※
新①荒井淳志 ※新①近藤和也 ※前①
野田富久 ※新①斉木武志 ※前①篠原
孝 ※前①下条みつ ※前①神津健 ※
新①曽我逸郎 ※新⑮石本伸二 新

小林　　誠　 〇維　新　
荒井　淳志　 〇立　新　
小森　卓郎　 〇自　新
亀田　良典　 　共　新　

　１区（自）
〈金沢市〉

　１区（立）
〈新潟市の旧市部〉

野田　富久　 〇立　新　

青山　了介　 　共　新　
西尾　政英　 〇立　新　
田畑　裕明　 〇自 前
吉田　豊史　 〇維　元　

　２区（無）
〈柏崎市、燕市、佐渡市など〉 　自民は前回に続いて５議席を獲得する

可能性が高い。立民は４議席を確保する
勢いだ。公明は手堅く１議席を固める。
残りの１議席は共産がとる公算が大き
い。

石崎　　徹　 〇維　元　
塚田　一郎　 〇自　新
西村智奈美　 〇立　前　

　１区（自）
〈富山市の旧市部〉

　１区（自）
〈福井市、大野市、勝山市など〉

　１区（無）
〈長野市の旧市部、須坂市など〉

　高木と斉木が横一線で激しいつばぜり
合いを繰り広げる。高木は内閣支持層の
８割弱を固めた。斉木は内閣不支持層の
９割弱、内閣支持層の１割強をまとめる。
立民支持層の９割もおさえた。

高木　　毅　 〇自 前
斉木　武志　 〇立　前　
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